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１．はじめに 

近年の人工知能技術の発展に伴い、我が国の省

庁においても、業務に人工知能技術を活用する取り

組みが進められている。特に、特許庁においては、

近年の産業財産権を取り巻く環境の多様化に伴う行

政事務の複雑化や、新興国等における出願の増加

に伴う先行技術調査の対象となる資料の増加など、

事務処理量が増大しており、業務の機械化が望まれ

ている。 

こうした環境変化に伴う業務量の増大に対応すべ

く、特許庁は「人工知能技術を活用した特許行政事

務の高度化・効率化実証的研究事業」 [1] を外部の

事業者に委託することで、892 の業務を対象として人

工知能技術の活用可能性を検討し、各業務に対す

る人工知能技術の導入可能性について、その困難

度に応じた分類を行うとともに、一部の業務について

は先行的に実機を用いた実証を行いつつ、当面の

アクション・プラン [2] を公表した。 

 本論文において提案する文献検索システムは、上

記の研究事業において機械学習による対応が特に

困難とされた業務である先行技術調査業務を支援す

ることを目的としている。特許庁は外部の事業者であ

る登録調査機関に先行技術調査業務の一部を委託

しているが、増え続ける外国語特許文献等に対応す

べくその規模を拡大しており（平成３１年度予算案は

約２６０億円）、機械化が実現すれば恩恵は大きい。 

 一方、登録調査機関による先行技術調査の結果が

記載された検索報告書が、年間約 153,000 件作成さ

れており、先行技術調査の機械化のための学習デー

タとして利用できる可能性がある。 

 そこで本研究では、特許庁の先行技術調査業務へ

の人工知能技術の活用可能性を探るべく、検索報告

書を教師データとする文献検索システムを提案する

とともに、当該システムにおいて良い性能を発揮する

分散表現を探るための評価実験を行った。 

 

２．関連研究 

 先行技術調査の機械化の試みの先行例としては、

特徴語の出現頻度に基づく概念検索による類似文

献の抽出 [3] がある。この手法は、複雑な検索式や

専門性の高い検索インデックスを用いることなく、自

然文から容易に類似の文献を検索することができる

点で非常に有用である一方、検索対象となる発明概

念を正確に捉えられないなどの理由によって、文献

の抽出精度が十分でないといった課題も存在してい

る。 

また、検索対象となる各文献を文献単位で予めベ

クトル化し、入力文との類似度をスコア化するものな

ので、抽出の粒度が文献単位であり、それに伴う課

題も存在する。すなわち、上記システムは、抽出され

た文献のどの部分が特に重要であるかを提示するも

のではないので、審査官や先行技術調査業務者は、

抽出された文献全体に目を通し、引用すべき箇所を

特定する必要がある。 

さらに、特許審査における先行技術調査において

は、進歩性を否定する際の主引用文献と副引用文
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図１：検索システムの主要部 

 

献といった、複数の文献の組み合わせを検討する必

要があるが、そのような文献の組み合わせを提示す

る機能は存在しておらず、審査官や検索者は、抽出

された文献に請求項に関する構成がどこまで記載さ

れているかを把握し、足りない構成が存在する場合

は、他の文献で補えるものがないかを別の方法で探

すなど、依然として大きな業務負担を抱えている。 

 また、検索報告書を学習データとして利用する先行

例として、特許第６４２１９６３号 [4] には、自然文の

入力に対して有用な検索インデックスおよび技術用

語を提示するシステムを学習させるために、検索者

が作成した検索式を教師データとして利用することが

記載されている。 

 

３．提案手法 

 上記した概念検索システムの課題に対応するため

に、検索対象となる文献を予め段落単位でベクトル

化し、抽出の粒度を段落単位とするとともに、検索対

象となる請求項を複数の構成要件に分割し、構成要

件毎に類似の段落を抽出することで、進歩性を否定

しうる文献の組み合わせを提示するシステムを提案

する。 

 

３．１ 検索システムの概要 

 提案する検索システムの主要部を図１に示す。検

索の母集団となる文の集合は、予めエンコーダで低

次元の分散表現に変換して蓄積しておく。請求項の

文が入力されたときに、請求項を複数の構成要件に

分割し、それぞれをエンコーダで分散表現に変換し、

蓄積された検索母集団の各分散表現との関連性を

バイリニア層で計算する。こうして計算されたスコアに

よって、構成要件毎に関連性の高い文献を、段落を

特定したうえで提示できるとともに、進歩性を否定しう

る複数の文献の組み合わせを提示できる可能性があ

る。 

 分散表現間の類似度は、コサイン距離などによって

も計算することができるが、本研究ではバイリニア層

を使用した。請求項の構成要件と引用対象となる文

との関係は、意味的に包含関係にあることが望ましく、

順序を交換しても結果が変わらないコサイン距離に

よるモデルではそういった包含関係を表現できないと

考えたからである。 

 エンコーダ部分およびバイリニア層の学習は、検索

報告書から抽出した請求項の構成要件と引用文献

の対応箇所との文の対によって行う。 

 

３．２ 分散表現 

特許文献には、一般的に用いられる専門用語の

他に、「デジタル有線テレビジョン放送受信装置」な

どのように、複数の名詞を連結することによって作ら

れた長い名詞が頻出する。単語の分散表現を生成

するにあたり、このような長い名詞については、語彙

数削減の観点から分割することも考えられるが、本研

究においては１単語として扱った。こういった名詞を１

単語として扱う場合、文字列として類似する複数の単

語がかなりの割合で語彙に含まれることとなるが、そ

れらは近い分散表現となることが望ましい。そこで、

skip-gram [5] のような単語の共起のみに基づく手法

ではなく、単語の内部構成も考慮する fasttext [6] を

用いることとした。 

文の分散表現は、登場する単語の平均によるもの

(fasttext-BoW)、および、LSTM の隠れ層によるもの

について評価実験を行った。 

 

３．３ 学習データ 

 登録調査機関が作成した検索報告書には、教師デ

ータとして有用と考えられる様々なデータが含まれて 
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表 1：学習データとして作成した文の対の例 

  請求項の構成要件 引用文献の段落 

正解データ 
前記シリンダの内部に保持され

て磁場を発生するコイルと、 

磁場発生装置をダンパチューブのＭＲ流体収

容室に臨む部分に設けるものであり…… 

不正解データ(段落の

みを変更) 

前記シリンダの内部に保持され

て磁場を発生するコイルと、 

ＭＲ流体ダンパ１０は、ダンパチューブ１１のＭ

Ｒ流体収容室１３に臨む部分…… 

不正解データ(文献と

段落の両方を変更) 

前記シリンダの内部に保持され

て磁場を発生するコイルと、 

そして、上記従来の管継手の場合、継手本体

２の受け口２１の環状凹部２１１の奥部側…… 

 

表２：分散表現ごとの正解率、F値 
 

正解率 F値 

fasttext-BoW 69.7% 0.706  

uni-LSTM 53.5% 0.378  

LSTM-concat 54.0% 0.383  

LSTM-avg 54.6% 0.413  

 

いる。本研究では、「スクリーニングサーチの結果（ク 

レーム別形式）」の項目を利用する。当該項目には、

請求項と引用文献の関連箇所とが対応付けて記載さ

れている。 

 検索報告書は一定のフォーマットで記載されている

が、完全に統一されているわけではなく、登録調査

機関や検索者によって、記載形式や内容の詳細さに

違いが存在する。今回は、クレームを複数の構成要

件に分割し、それぞれの構成要件について引用文

献の関連箇所が個別に対応付けて記載されている

形式の検索報告書を抽出して学習に使用した。 

 

４． 実験 

 提案したモデルで用いる文の分散表現として性能

の良いものを探るための実験を行った。検索母集団

の巨大さを考慮すると、分散表現の次元数は可能な

限り小さくすることが望ましい。 

 

４．１ 実験設定 

表３：fasttext-BoWについて、正解率の内訳 
 

正解率 

全体 69.7% 

正解データ 76.8% 

段落のみを変更した不正

解データ 

26.3% 

文献と段落の両方を変更

した不正解データ 

90.3% 

 

検索報告書から、請求項の構成要件と対応する引 

用文献番号および段落番号を抽出し、日本語特許

公報データから当該段落番号に対応する文を得た。

こうして作成した請求項の構成要件と引用文献の該

当箇所の文の対 129,685 件を正解データとした。さら

に、正解データのうち、段落番号のみを変更すること

で作成した不正解データ60,878件および、文献番号

と段落番号の両方を変更することで作成した不正解

データ 83,997 件も学習データに追加した。作成した

学習データの例を表１に示す。 

 単語の分散表現は、過去２５年分の日本語公開特

許公報等の本文で学習した fasttext を使用した。語

彙数は約 9,000,000で、次元数は 300 とした。 

 文の分散表現として、下記の４つについてモデルの

学習を行い、学習後に入力された文のペアが正解デ

ータであるか不正解データであるかを判別する２値

分類問題の正解率によって分散表現の評価を行っ

た。 
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(a) fasttext-BoW：文に含まれる単語の fasttext に

よるエンベディングの平均（300次元） 

(b) uni-LSTM： 単方向 LSTM の最終隠れ層の出

力（512次元） 

(c) LSTM-concat： 双方向 LSTMの２つの最終隠

れ層の出力を結合したもの（512次元） 

(d) LSTM-avg： 双方向 LSTM の２つの最終隠れ

層の出力を平均したもの（512次元） 

 

４．２ 結果 

 100エポックの学習を行った実験結果を表２，３に示

す。LSTMによるものは、正解率および F値において

非常に低い結果となった。これは、入力である引用文

献の関連箇所の系列長が長すぎて学習に失敗した

ためと考えられる。fasttext-BoW は、70%程度の正解

率であるが、２値分類問題であることを考慮すると実

用に耐える精度であるとは言えない。fasttext-BoW

について、個別に正解率を見ると、段落のみを変更

して作成した不正解データについては正解率が極め

て低い。同じ文献に属する段落間で分散表現の差が

小さく、正解、不正解の区別が難しいことが読み取れ、

提案するシステムが目指すところである、関連文献の

段落を特定して提示するというタスクの困難性が窺が

える。 

 

５． おわりに 

 本研究において、検索報告書を教師データとする

文献検索システムを提案したが、当該システムで使

用する文の分散表現については、実験で用いたい

ずれの手法も十分な性能ではなかった。使用する学

習データ数を増やす、或いは、quick-thoughts [7] 

のような文の分散表現を得る他の手法を試すなど、

実用に耐える良い分散表現を得るための研究を継続

する必要がある。また、文献レベルで候補を絞り込ん

でから精査することで提示すべき段落を特定するな

ど、アプローチを変えながらより良いモデルを模索す

る必要がある。 
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